
　

高
校
を
卒
業
し
て
、
大
学
へ
進
学
す

る
時
の
話
で
す
。
自
分
が
学
び
た
い
学

問
分
野
へ
の
こ
だ
わ
り
と
、
実
家
を
離

れ
て
都
会
で
生
活
し
て
み
た
い
と
い
う

青
年
期
特
有
の
憧
れ
と
、
様
々
な
思
い

か
ら
東
京
に
あ
る
大
学
へ
進
学
す
る
こ

と
を
決
め
た
も
の
の
、
経
済
的
に
あ
ま

り
恵
ま
れ
た
家
庭
環
境
に
な
か
っ
た
た

め
一
人
暮
ら
し
を
す
る
程
の
余
裕
は
な

く
、
親
へ
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
学
生

寮
へ
の
入
寮
を
申
請
し
ま
し
た
。
第
一

希
望
は
、
四
年
間
一
人
で
部
屋
を
使
え

る
、
大
学
が
設
置
し
て
い
た
寮
だ
っ
た

の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
抽
選
に
漏
れ

て
し
ま
い
、
次
善
の
策
と
し
て
最
低
一

年
間
は
二
人
部
屋
で
居
住
す
る
、
第
二

希
望
の
学
生
寮
へ
と
入
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

在
寮
生
は
み
な
鹿
児
島
県
出
身
者
と

い
う
、
い
わ
ゆ
る
県
人
寮
だ
っ
た
の
で

す
が
、
同
級
生
と
は
い
え
、
全
く
の
初

対
面
の
人
と
ル
ー
ム
メ
イ
ト
と
し
て
同

じ
部
屋
で
生
活
す
る
と
い
う
未
知
の
経

験
に
、
大
い
な
る
不
安
を
抱
き
な
が
ら

新
生
活
を
始
め
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
確
か
に
生
活
リ
ズ
ム
が
多
少
違
う

こ
と
や
、
大
学
の
授
業
・
試
験
期
間
等

が
少
々
ず
れ
て
い
る
と
い
っ
た
、
ち
ょ

っ
と
し
た
不
便
は
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
慣
れ
て
し
ま
え
ば
さ
ほ
ど
気
に
す

る
ほ
ど
の
こ
と
で
も
な
く
、
逆
に
日
常

の
些
細
な
こ
と
で
も
相
談
で
き
た
り
、

体
調
を
崩
し
た
時
に
は
お
互
い
に
フ
ォ

ロ
ー
し
合
っ
た
り
と
い
っ
た
利
点
の
方

が
多
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。
ま
た
、
基

本
的
に
寮
の
運
営
を
全
て
学
生
が
行
う

自
治
方
式
を
取
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

行
事
の
立
案
・
実
施
、
新
入
寮
生
の
受

け
入
れ
、
外
部
と
の
交
渉
、
公
共
料
金

の
支
払
い
か
ら
寮
生
間
の
ト
ラ
ブ
ル
の

仲
裁
に
至
る
ま
で
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
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まっこう
好学愛知

質実剛健
自律敬愛

TEL 099-251-7387 FAX 099-255-3433

7･8月の行事予定

　

地
歴
・
公
民
科　
　

鉾
谷 

寿
一

   

チ
ャ
ン
ス
は
足
下
に

　　  
各クラスの名誉とプライドをかけて、
級友と共にボールを追いかけます。

　

三
年
生
、
下
級
生
を
圧
倒

　
　
　

　

～
前
期
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

　

今
年
度
も
多
く
の
体
育
系
・
文
化
系
の
各
部
活
動
に

お
い
て
県
大
会
を
勝
ち
上
が
り
、
全
国
・
九
州
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
舞
台
で

は
ば
た
く
若
鶴
た
ち
に
、
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

こ
と
に
携
わ
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
今

振
り
返
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
一
足
早

く
、
大
学
で
は
学
べ
な
い
社
会
に
出
て

か
ら
の
勉
強
を
予
習
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

物
事
に
「
も
し
も
」
は
有
り
得
な
い

の
で
す
が
、
も
し
も
こ
の
学
生
寮
で
の

生
活
が
な
か
っ
た
ら
、
間
違
い
な
く
今

の
自
分
は
い
ま
せ
ん
。
結
果
的
に
、
第

一
希
望
か
ら
外
れ
て
第
二
希
望
の
学
生

寮
で
生
活
す
る
こ
と
が
こ
ん
な
に
も
大

き
な
分
岐
点
に
な
る
と
は
、
高
校
を
卒

業
し
新
生
活
を
始
め
る
時
点
で
は
予
想

す
ら
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
必
ず
し
も
全
て
が
好
条
件
だ
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、
不
便
な
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
不
便
を
補
っ
て
余
り

あ
る
、
成
長
の
た
め
の
材
料
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
う
考
え
る
と
、

「
運
命
」
と
い
う
の
は
少
し
大
げ
さ
な

表
現
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
何
か
意
味

が
あ
っ
て
自
分
は
そ
う
い
う
巡
り
会
わ

せ
に
遭
遇
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
新
学
年
が
始
ま
っ
て
三
ヶ
月

半
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
学
期
当

初
に
学
級
の
役
員
や
清
掃
区
域
を
決
め

た
際
、
中
に
は
不
本
意
な
が
ら
自
分
の

意
図
し
て
い
な
か
っ
た
係
や
、
担
当
に

な
っ
た
と
い
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。
そ
ん
な
時
、
「
自
分
か
ら
や

り
た
い
と
思
っ
て
担
当
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
か
ら
」
「
面
倒
臭
い
か
ら
」

と
言
い
訳
し
て
、
仕
事
を
な
い
が
し
ろ

に
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
ひ
ょ
っ
と
し
た

ら
そ
の
係
や
担
当
は
、
あ
な
た
の
人
生

と
い
う
大
き
な
パ
ズ
ル
の
中
で
、
重
要

な
一
ピ
ー
ス
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

よ
。
自
分
に
与
え
ら
れ
た
環
境
・
条
件

の
中
で
、
あ
な
た
に
で
き
る
最
大
限
の

努
力
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
悪
あ
が
き

で
も
、
失
敗
し
て
も
、
上
手
く
い
か
な

く
て
も
良
い
と
思
う
の
で
す
。
あ
な
た

の
そ
の
努
力
を
、
見
て
く
れ
て
い
る
人

は
ち
ゃ
ん
と
見
て
い
ま
す
。
何
か
の
拍

子
に
、
違
う
運
命
の
歯
車
が
動
き
出
す

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

全
国
、
全
九
州
の
舞
台
へ

　
　
　

　

前
日
の
六
月
七
日
は
久
し
ぶ
り
の
ま
と
ま
っ
た

雨
の
た
め
空
と
に
ら
め
っ
こ
と
な
り
ま
し
た
が
、

翌
八
日
・
九
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
日
中
は
や
や

汗
ば
む
よ
う
な
陽
気
の
中
、
前
期
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
年
生
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
が
高
校
生
活
最
後

の
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
で
し
た
。
一
入
の
思
い
が
プ
レ

ー
に
表
れ
、
懸
命
に
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
る
姿
が

印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
一
年
生
に
と
っ
て
は
高

校
で
最
初
の
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
と
な
り
ま
し
た
。
体

力
・
体
格
で
は
二
・
三
年
生
と
の
差
が
あ
る
も
の

の
、
入
学
後
ク
ラ
ス
で
高
め
合
っ
て
き
た
団
結
力

を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
堂
々
と
ぶ
つ
か
っ
て
善
戦

し
た
競
技
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

計
七
種
目
の
競
技
と
、
総
合
順
位
で
競
い
ま
し

た
が
、
全
体
と
し
て
は
三
年
生
が
一
・
二
年
生
を

圧
倒
し
、
総
合
順
位
を
含
め
て
六
つ
の
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。
ま
た
、
二
年
生
も
底
力
を
見
せ
つ
け

て
、
二
種
目
で
優
勝
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
で
さ
ら
に
結
び
つ
き
を
強

め
た
各
学
級
の
力
を
、
今
後
の
授
業
や
学
校
行
事

に
活
か
し
、
さ
ら
に
学
年
、
学
校
全
体
の
団
結
力

へ
と
高
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

な
お
、
各
種
目
お
よ
び
総
合
順
位
は
次
の
通
り

で
し
た
。

　
　
　
　

～
部
活
動
生
の
活
躍

◆
全
国
大
会

〔
放
送
部
〕

　

第　

回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

　
　

・
大
薗 

碧

〔
百
人
一
首
部
〕

　

第　

回
全
国
高
等
学
校
小
倉
百
人
一
首
か
る
た

　

選
手
権
大
会

　
　

・
前
田 

水
樹 

・ 

有
薗 

一
光 

・ 

登
尾 

愛
梨

　
　

・
谷
口 

朝
咲 

・ 

宮
田 

茉
奈 

・ 

大
重 

裕
也

　
　

・
飯
山 

花
梨 

・ 

速
見 

雅
史

　

第　

回
全
国
高
校
総
文
祭 

小
倉
百
人
一
首　
　
　
　

か
る
た
部
門

　
　

・
有
薗 

一
光 

・ 

宮
田 

茉
奈 

・ 

飯
山 

花
梨

　
　

・
速
見 

雅
史 

・ 

三
宅 

優
菜

〔
囲
碁
部
〕

　

第　

回
文
部
科
学
大
臣
杯
高
校
囲
碁
選
手
権
大
会

　
　

・
窪
田 

弘
一
郎

〔
書
道
部
〕

　

第　

回
全
国
高
校
総
文
祭 

書
道
部
門

　
　

・
山
元 

桂

〔
美
術
部
〕

　

第　

回
全
国
高
校
総
文
祭 

美
術
・
工
芸
部
門

　
　

・
中
田 

誠
人

〔
化
学
部
〕

　

第　

回
全
国
高
校
総
文
祭 

自
然
科
学
部
門

　
　

・
濵
田 

龍
之
介 

・ 

上
村 

慶
高

◆
九
州
大
会
出
場

〔
陸
上
部
〕
・
山
口 

賢
助 

・ 

末
吉 

美
帆

　
　
　
　

 
 

・
中
村 

優
美
菜

〔
水
泳
部
〕
・
西
中
間　

洋
紀 

・
大
山 

楓
子 

 

　
　
　
　
　

・
時
任 

秀
慈 

・ 

新
留 

晴
貴

　
　
　
　
　

・
下
村 

彩
綾 

・ 

橋
口 

遥
樹

〔
山
岳
部
〕
・
男
子
団
体

Farewell Speech　　　Saqib Qayum （ALT）

　　　　　　　　　　　　　　"How lucky I am to have something that makes saying goodbye so hard."
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　- Winnie the Pooh

　　　　　　　　　　　　　　　　　“Believe in yourself and nothing can stop you.”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　- Sailor Venus

※ 英語科ALTのSaqib Qayum先生は，４年間の任期を終えられ，８月２日に本校を離れられるご予定です。

〔

卓
球
〕

〔

ド
ッ

ヂ
ボ
ー

ル
〕

〔

サ
ッ

カ
ー
〕

〔

女
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー

ル
〕

〔

男
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー

ル
〕

〔

女
子
バ
レ
ー
〕

〔

男
子
バ
レ
ー
〕

〔

総
合
順
位
〕

種
目

34R 27R 36R 37R 38R 36R-A 26R 36R
優
勝

16R 38R 38R 31R 18R 25R-A 38R-A 38R
２
位

27R 23R 35R 24R 33R-B 11R 16R 26R
３
位

食
堂

21 金 ○

22 ㊏ 駿台東大模試 ×

23 ㊐ 駿台東大模試 ×

24 月 救命救急法講習会 ○

25 火 ○

26 水 ○

27 木 ○

28 金 ○

29 ㊏ ×

30 ㊐ 駿台京大模試 ×

31 月 夏季悠学講座終了（１・２年） ○

食
堂

1 火 ×

2 水 ×

3 木 ×

4 金 郷中ゼミ（３年）会場 ×

5 ㊏ 郷中ゼミ（３年）会場 ×

17 木
授業開始日
第40回定期演奏会

○

18 金 　 ○

19 ㊏
３年全統マーク
２年学研ハイレベル模試

×

20 ㊐ ３年全統マーク ×

21 月
全校朝会
スクールカウンセリング

○

22 火
前期末考査時間割発表
防犯教室

○

23 水 ○

24 木 ○

25 金 ○

26 ㊏ ×

27 ㊐ ×

28 月 夏季休業日
休

業

日
×

29 火
前期末考査（１日目）
第３回職員会議

×

30 水 前期末考査（２日目） ×

31 木 前期末考査（３日目） ×

授
業
日

７　　月

中学生一日体験入学

夏季悠学講座終了（３年）
中学生一日体験入学・保護者説明会

教室空気検査

夏季悠学講座開始　２年進路講演会
三者面談開始

志布志高校１年生悠学講座参加

志布志高校１年生悠学講座参加

駿台京大模試　代ゼミ九大模試
同窓会総会

夏
　
季
　
休
　
業
　
日

８　　月

夏
　
季
　
休
　
業
　
日

授

業

日

（
特

別

時

間

割

）

I am sad that I am leaving, but at the same time I'm really happy that something could 
make me feel this sad. It makes me feel alive in a sense. It makes me feel human. And the 
only way I could feel this sad now is if I felt something really good before. So I have to take 
the bad with the good, so I guess what I'm feeling is like a beautiful sadness. Thank you 
for being a part of my journey. Thank you for being special. Thank you for being you. I will 
miss all of you. I will miss the fun and laughter. But I will always have the wonderful 
memories. I will always have the energy that you gave me. And for that, I am forever 
grateful. Every ending has a new beginning and I am excited with my next chapter in life. 
No matter what path I take, I will take the patience and sensitivity that you have given me 
and I will apply it to all parts of my life. Remember to dream big ―I know that I will!
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